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３ 都道府県医療機能調査の実態調査

（１）目的

本調査研究事業において検討される指標の在り方を議論する基礎資料のひとつとして、

直近の各都道府県における医療機能調査の実態を把握することおよび各都道府県において

医療機能調査の際に実際に把握されている指標の把握を目的とした。

（２）調査方法

全国の 47 都道府県の医療計画所管部門を対象とし、直近の医療機能調査に関連する調査

票（医療施設調査票、患者調査票、およびそれに類する帳票類）、集計報告書等の送付を依

頼した。

入手した調査票、報告書等から現時点で行われている調査の実態を把握するとともに、

収集した調査票を精査して調査項目の洗い出しを行なった。また、報告書等から都道府県

が実際に把握している指標を抽出し、整理した。

47 都道府県中 46 都道府県から提供を受けた（回収率 97.9％）。

（３）調査結果

各都道府県における既存の統計調査、都道府県独自に行っている調査のうち主な調査の

各都道府県の医療機能調査への利用・活用状況を以下に示す。

なお、表中「特徴的な項目」は都道府県からの報告を基に、事務局にて特徴的と思われ

る項目を選定したものである。

図表 4 都道府県既存統計・都道府県独自調査の活用概況（都道府県医療機能調査実態

調査の結果）

凡例 ○：都道府県からの申告があったもの

△：都道府県からの申告ではないが資料等から含まれていると判断できるもの
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